
騨

ー

古

都

探

訪

常

照

皇

寺

と

光

厳

法

皇

水

野

恭

一
郎

じ
よ
う
し
よ
う
こ
う

じ

常

照

皇
寺
は
京
都
府
北
桑
田
郡
京
北
町
井
戸
に
あ
る
臨
済

宗
天
竜
寺
派
の
禅
刹
で
あ
る
。
京
都
市

の
内
で
は
な
い
が
、
京

都
北
山
の
幽
閑
の
地

に
建

つ
古
都
の
名
刹

の

一
つ
で
あ
る
。
高

雄

・
栂
尾
か
ら
清
滝
川

に
沿
う
て
周
山
街
道
を
北
行
す
る
あ
た

り

は
北
山
杉

の
中
心
的
な
産
地
で
あ
る
が
、
こ
の
あ
た
り
の
美

し

い
杉
木
立
を
左
右

に
眺
め
な
が
ら
笠
峠

の
ト
ン
ネ
ル
を
過
ぎ

る
と
、
北
桑
田
郡
京
北
町
に
入
る
。
笠
峠
か
ら
凡
そ
五
キ

ロ
、

京
北
町
周
山
の
町
並
を
右

に
折
れ
て
、
桂
川
沿

い
の
道
を
東
北

へ
凡
そ
六
キ

ロ
、
京
北
町
井
戸

(
元
、
山
国
村
)

の
地
内
、
寺

山

の
山
ふ
と
こ
ろ
に
常
照
皇
寺

の
閑
寂
な
佇
ま
い
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
寺
号
は
大
雄
山
常
照
寺
で
あ
る
が
、
同
寺
が
常
照

皇
寺
と
通
称
さ
れ
て
い
る
の
は
、
南
北
朝
時
代
、
北
朝

(持
明

こ
う
こ
ん

院
統
)
の
天
皇
で
あ

っ
た
光
厳
法
皇
が
晩
年

こ
の
地
に
隠
棲
さ

れ
、
御
自
身
が
開
山
第

一
祖
と
な

っ
て
草
創
さ
れ
た
禅
寺
で
あ

る
と
い
う
由
緒

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

光
厳
法
皇
は
、
鎌
倉
幕
府
が
滅
亡
し
た
元
弘

の
乱
か
ら
、
建

武
中
興
、
南
北
朝
内
乱
の
時
代

に
か
け

て
、
激
動
す
る
時
流
の

中
で
、
極
め
て
波
瀾

の
多

い
生
涯
を
送

っ
た
御
方
で
あ
る
。
御

か
ず
ひ
と

名
は
量
仁
親
王
、
正
和
二
年

(
二
二
=
二
)
七
月
九
日
、
後
伏

見
天
皇

(
持
明
院
統
)
の
第

一
皇
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
御
母

は
広
義
門
院

(
西
園
寺
寧
子
)
で
あ
る
。
文
保

二
年

(
二
二
一

八
)

に
後
醍
醐
天
皇

(
大
覚
寺
統
)
が
皇
位

に
つ
い
た
時
、
皇

太
子
は
、

は
じ
め
天
皇

の
御
兄
後
二
条

天
皇
の
皇
子
邦
良
親
王

で
あ

っ
た
が
、
嘉
暦
元
年

(
一
三
二
六
)
三
月
邦
良
親
王
早
世

の
あ
と
、

七
月

二
十
四
日

量
仁
親
王
が

皇
太
子
に

立
て
ら
れ

た
。
そ
れ
か
ら
五
年
、
元
弘
元
年

(
二
三
二
一
)
五
月
に
後
醍

醐
天
皇
の
鎌
倉
幕
府
追
討

の
計
画
が
幕
府
に
洩
れ
て
、

い
わ
ゆ

る

「
元
弘
の
乱
」
が
起
り
、
八
月
、
天
皇
の
笠
置
寺
行
幸
、
挙

兵
、
幕
府
軍
の
笠
置
攻
囲
と
事
態
が
展
開
し
て
ゆ
く
中
で
、
鎌

倉
幕
府

は
皇
太
子
量
仁
親
王
を
天
皇

に
擁
立
し
、
九
月
二
十
日
、

父
後
伏
見
上
皇

の
詔
を
以
て
、
土
御
門
東
洞
院
殿
で
践
祚
の
儀

が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
光

厳
天
皇
で
あ
り
、
時
に

十
九
歳
で
あ

っ
た
。
践
祚
後
八
日
、
九
月
二
十
八
日
笠
置
は
陥
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落
し
、
後
醍
醐
天
皇
は
幕
兵

に
捕
え
ら
れ
て
六
波
羅

へ
入
御
、

十
月
六
日
剣
璽
が
光
厳
天
皇

に
渡
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
後
醍
醐

天
皇
は
翌
元
弘
二
年
三
月
隠
岐
に
配
流
と
な
り
、
同
月
二
十
二

日
光
厳
天
皇
の
即
位
の
儀
が
行
わ
れ
、
四
月

二
十
八
日
京
都
で

し
よ
う
き
よ
う

は
年
号
も

正

慶

と
改
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
光
厳
天
皇
の
治
世
は
長
く
は
続
か
な
か

っ
た
。

こ
の
年

の
六
月
頃
か
ら
後
醍
醐
天
皇

の
皇
子
大
塔
宮
護
良
親
王

の
南
大
和

・
紀
伊
方
面
で
の
活
動
が
活
発
と
な
り
、
討
幕
の
挙

り
よ
う
じ

兵
を
促
す
親
王

の
令
旨

は
諸
方

に
送゚
ら
れ
る
と
と
も

に
、
河
内

の
楠
木
正
成
も
金
剛
山
千
早
城

に
拠

っ
て
幕
府
軍

に
対
抗
し
、

反
幕
の
気
運
が
次
第

に
畿
内

・
西
国

の
各
地
に
高
ま

っ
て
ゆ
く

中
で
、
元
弘
三
年

二
月
の
末
に
は
後
醍
醐
天
皇
の
隠
岐
脱
出
、

名
和
長
年

・
赤
松
則
村

・
足
利
高
氏

・
新
田
義
貞
ら
有
力
武
士

た
ち
の
相
次
ぐ
討
幕
運
動

へ
の
参
加

に
よ

っ
て
、
同
年
五
月
に

は
遂
に
鎌
倉
幕
府
は
滅
亡
し
た
。
光
厳

天
皇
は
五
月
七
日
京
都

の
六
波
羅
府
が
足
利

・
赤
松
ら
の
軍
勢

に
よ

っ
て
攻
略
さ
れ
た

時
、
後
伏
見

・
花
園
両
上
皇
と
と
も
に
、
六
波
羅
探
題
北
条
仲

時

に
奉
ぜ
ら
れ
て
京
都
を
逃
れ
出
で
東

国

へ
向

っ
た
が
、
近
江

国
番
場
宿
の
あ
た
り
で
捕
わ
れ
て
京
都

へ
帰

っ
た
。
後
醍
醐
天

皇
は
五
月
十
七
日
詔
し
て
光
厳
天
皇
の
皇
位
を
斥
け
、
光
厳
天

皇
の
治
世
下
で
用
い
ら
れ
た
正
慶

の
年

号
も
廃
し
て
、
も
と
の

元
弘
に
復
し
、
や
が
て
六
月
五
日
に
は
京
都

に
還
幸
さ
れ
て
、

後
醍
醐
天
皇

の
も
と
で
公
武
合
体

の
新
政
が
は
じ
め
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
建
武

の
新
政
で
あ
る
。

こ
の
よ
う

に
し
て
、
光
厳
天

皇

の
在
位
は
、
元
弘
の
乱
中
、
後
醍
醐
天
皇
の
隠
岐
配
流
と
い

う
異
常
な
事
態

の
も
と
で
、
鎌
倉
幕
府

か
ら
擁
立
さ
れ
て
の
も

の
で
あ
り
、
当
然
、
鎌
倉
幕
府
の
滅
亡

に
よ

っ
て
消
滅
し
た
の
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で
あ
る
。
し
か
し
後
醍
醐
天
皇

は
京
都
還
幸
後

の
元
弘
三
年
十

二
月
十
日
、
皇
位
を
退

い
た
光
厳
天
皇
に
対
し
て
、
太
上
天
皇

(上
皇
)

の
尊
号
を
お
く

っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
後
醍
醐
天
皇

の
皇
太
子
で
あ

っ
た
し
、
ま
た
異
常
な
事
態
下
で
は
あ

っ
た
が

一
年
八
ケ
月
に
わ
た
る
在
位

の
事
実
は
無
視
し
得
な

い
も

の
と

理
解
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

後
醍
醐
天
皇
の
建
武
新
政
は
、
こ
の
の
ち
僅
か
二
年
半
あ
ま

り
で
破
綻
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
。
建
武

二
年

(
二
三
二
五
)

の
冬
、
鎌
倉
に
お

い
て
建
武
政
権
か
ら
の
離
反
を
明
ら
か
に
し

た
足
利
尊
氏
は
、
翌
三
年
正
月
、
鎌
倉
か
ら
京
都

に
兵
を
進
め

た
が
、

こ
の
と
き
は

一
度
京
都
の
合
戦

に
敗
れ
て
鎮
西
に
退

い

た
。
し
か
し
尊
氏
は
こ
の
鎮
西
下
向

の
際
、
光
厳
上
皇

に
奏
請

し
て
、
後
醍
醐
天
皇
側
近
の
兵
力
で
あ
る
新
田
義
貞
ら
の
凶
徒

誅
伐

の
院
宣
を
受
け
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
光
厳
上
皇
の
院

宣

を
大
義
名
分
と
し
て
西
海
の
軍
勢
を
召
し
集
め
て
兵
勢
を
立

て
直
し
た
尊
氏
は
、
弟
直
義
と
と
も

に
京
都

へ
の
東
上

の
軍
を

進

め
、
途
上
、
楠
木
正
成
を
摂
津
の
湊
川
に
討
死
せ
し
め
、
六

月

三
日
、
京
都
の
南
、
八
幡
の
陣
中

に
光
厳
上
皇
お
よ
び
同
母

弟

の
豊
仁
親
王
を
迎
え
、
同
月
十
四
日
に
は
上
皇

・
親
王
を
奉

じ
て
京
都
に
入

っ
た
。
後
醍
醐
天
皇
は
五
月
の
末

に
、
既
に
京

都

を
逃
れ
て
叡
山

に
行
幸
さ
れ
て
お
り
、
尊
氏
の
入
京
と
と
も

に
、
京
都
と
叡
山
と

の
間
で
合
戦
が

つ
づ
け
ら
れ
た
が
、
尊
氏

側

の
優
勢
が
決
定
的
と
な

っ
た
八
月
十
五
日
、
光
厳
上
皇
は
、

尊
氏
の
奏
請
に
よ

っ
て
、
十
六
歳
の
豊
仁
親
王
に
首
服
を
加
え

こ
う
み
よ
う

て
、
践
祚
せ
し
め
た
。
す
な
わ
ち
光
明
天
皇
で
あ
る
。
こ
の
光

明
天
皇
の
践
祚
は
、
か
つ
て
元
弘
元
年

に
光
厳
上
皇
御
自
身
が

剣
璽
な
く
し
て
践
祚
し
た
例
に
な
ら

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、

や
が
て
十
月
十
日
に
は
後
醍
醐
天
皇
が
尊
氏
の
和
議
を
容
れ
て

叡
山
か
ら
京
都
に
還
幸
さ
れ
、
十

一
月

二
日
に
は
後
醍
醐
天
皇

か
ら
光
明
天
皇
に
神
器
授
受

の
儀
が
行

わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ

の
年

の
暮
、
十
二
月
二
十

一
日
の
夜
、
後
醍
醐
天
皇
は
京
都
を

脱
出
し
て
大
和
の
吉
野

に
遷
幸
さ
れ
、

こ
こ
に
南
北

の
両
朝
が

京
都
と
吉
野
に
分
立
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

後
醍
醐
天
皇
の
吉
野
遷
幸
後
、
京
都

の
北
朝
で
は
、
建
武
四

年

(
二
三
二
七
)
以
後
、
光
明
天
皇

の
も
と
で
、
光
厳
上
皇
の

事
実
上
の
院
政
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

一
年
八
ケ
月

に
し

て
皇
位
を
退
か
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
光

厳
上
皇

に
と

っ
て
は
、

そ

の
治
世
の
志
を

の
ば
す
べ
き
時
を
漸

く
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
と

い
え
る

の
で
あ

っ
て
、

こ
の
建
武

四
年
か

ら

貞
和
四
年

(
一
三
四
八
)

に
い
た
る
十
年
余
の
歳

月
が
、
光
厳
上
皇
の
生

涯
の
う
ち
の
最
も
得
意

の
時
期
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の

間
、
南
朝
で
は
延
元
四
年

(
北
朝

の
暦
応
二
年
、

一
三
三
九
)

八
月
十
六
日
、
後
醍
醐
天
皇
が
吉
野

の
皇
居
に
お
い
て
崩
御
さ

の
り
な
が

れ
、
皇
子
義
良
親
王
が
南
朝
第
二
代

の
皇
位
を
継

い
だ
。
後
村

上
天
皇
で
あ
る
。

一
方
、
北
朝
で
は
貞
和
四
年
十
月

二
十
七
日
、

光
明
天
皇
が
皇
位
を
退

い
て
、
光
厳
上
皇
の
第

一
皇
子
興
仁
親
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す

こ
う

王

(十
五
歳
)
が
践
祚
し
た
。
す
な
わ
ち
崇
光
天
皇
で
あ
る
が
、

こ
の
こ
ろ
か
ら
足
利
政
権

の
内
部

に
お
い
て
、
将
軍
尊
氏
お
よ

び
執
事
高
師
直
と
、
尊
氏
の
弟
直
義
と

の
間
に
不
和
が
生
じ
、

諸
大
名
が
ま
た
双
方

に
分
裂
し
て
相
争
う
事
態
が
起

っ
た
。
こ

の
事
態

は

「
観
応
の
擾
乱
」
と
呼
ば
れ
、

こ
の
の
ち
数
年
間
に

わ
た

っ
て
、
足
利
政
権
お
よ
び
北
朝
を
大
き
く
ゆ
さ
ぶ
る
の
で

あ

る
が
、
こ
の
間

に
、
光
厳
上
皇

の
境
涯
も
、
は
か
ら
ざ
る
運

命

の
浪
に
洗
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

観
応
の
擾
乱
の
経
過
の
中
で
、
観
応
二
年

(南
朝

の
正
平
六

年

、

ニ
ニ
五

一
)
十
月
、
将
軍
尊
氏
が
南
朝
の
後
村
上
天
皇
に

帰
順
を
申
し
入
れ
、
十

一
月
七
日
に
は
北
朝
の
崇
光
天
皇
を
皇

位
か
ら
斥
け
、
ま
た
皇
太
子
直
仁
親
王

(
花
園
天
皇

の
第

一
皇

子

)
を
廃
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
ろ
京
都
を
脱
出
し
て
鎌
倉

に
拠

っ
て
い
た
弟
直
義
追
討
の
綸
旨
を
後
村
上
天
皇
か
ら
受
け

て
、
軍
勢
を
鎌
倉

に
進
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
将
軍
尊
氏
の
京

都

不
在
の
間

に
、
畿
内
地
方
の
南
朝
勢
力
は
京
都
の
奪
回
を
計

り
、
後
村
上
天
皇
も
御
み
ず
か
ら
、
正
平
七
年

(
二
ご
五
二
)

あ

の

う

二
月
二
十
六
日
に
大
和
賀
名
生
の
皇
居
を
出
御
、
河
内

の
東
条
、

摂

津
の
住
吉

・
天
王
寺
を
経
て
、
閏

二
月
十
九
日
に
は
京
都
の

南
、
男
山
八
幡
ま
で
進
出
さ
れ
、
翌

二
十
日
、
北
畠
顕
能

・
楠

木

正
儀

・
千
種
顕
経
ら
の
軍
勢
は
京
都

に
攻
め
入

っ
て
、
京
都

の
留
守
を
守
る
尊
氏
の
嫡
子
義
詮
を
近
江
に
敗
走
せ
し
め
た
。

そ
し
て
閏
二
月
二
十

一
日
、
光
厳
上
皇
を
は
じ
め
光
明

・
崇
光

の
三
上
皇
お
よ
び
直
仁
親
王
は
、
八
幡

の
後
村
上
天
皇
の
許

に
、

と
ら
わ
れ
の
身
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
次

い
で
三
月
三
日
に
は
八

幡
か
ら
更

に
河
内
東
条

に
移
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
後
、
京
都

は
幕
府
の
軍
勢

に
奪
還
さ
れ
、
五
月
十

一
日
に
は

八
幡
の
陣
営
も
陥
落
し
て
、
後
村
上
天
皇
は
八
幡
の
行
在
か
ら

賀
名
生

に
還
幸
さ
れ
た
が
、

こ
れ
と
と
も

に
北
朝

の
三
上
皇
も

ま
た
、
六
月

二
日
河
内
東
条
か
ら
賀
名
生

に
移
さ
れ
た
。
そ
し

て
光
厳
上
皇
は
八
月
八
日
、

こ
の
賀
名
生

に
お
い
て
、
大
和
西

大
寺

の
長
老
元
耀
を
戒
師
と
し
て
落
髪

し
、
法
名
を
勝
光
智
と

号
し
た
。
時

に
四
十
歳
で
あ

っ
た
。

(
な
お
、
光
明
上
皇
は
既

に
早
く
正
平
六
年
十
二
月

二
十
八
日
に
京
都

に
お
い
て
泉
涌
寺

の
月
航
を
戒
師
と
し
て
落
髪
し
、
法
名
を
真
常
恵
と
号
し
た
。
)

ま
た
南
朝

の
軍
勢
が
退

い
た
あ
と
の
京
都
で
は
、
正
平
七
年
八

月
十
七
日
、
光
厳
法
皇
の
第

二
皇
子

(
崇
光
上
皇
の
同
母
弟
)

弥
仁
王
が
足
利
氏
に
擁
立
さ
れ
て
践
祚

し
、
北
朝

の
皇
位
が
復

活
し
た
。
す
な
わ
ち
後
光
厳
天
皇
で
あ

る
。
次

い
で
九
月
二
十

七
日
、
年
号
も
京
都
で
は
文
和
と
改
元
さ
れ
た
。

か
く
し
て
南
方
に
移
さ
れ
た
光
厳
法
皇
ら
三
上
皇
の
抑
留

の

生
活
は
、
そ
の
後
、
数
年

に
わ
た

っ
て

つ
づ
く
こ
と
に
な
る
が
、

正
平
九
年

(
北
朝
の
文
和
三
年
、

コ
ニ
五
四
)
三
月
二
十

二
日

に
は
、
三
上
皇
は
賀
名
生
か
ら
、
ま
た
河
内
天
野
の
金
剛
寺

に

移
さ
れ
た
。
金
剛
寺

に
所
蔵
さ
れ
る
聖
教
類

の
う
ち

『
薄
草
子

口
決
』
第
廿
の
、
同
寺

の
学
頭
法
印
禅
恵
筆

の
奥
書
に
、
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正
平
九
年
甲
午
、
自
三
月
廿
二
日
、
至
同
十

二
年

丁
酉
二

月
十
七
日
、
持
明
院
法
皇

(光
厳

・
光
明
両
法
皇
)
井
新

院

(崇
光
上
皇
)
当
寺
御
寺
住
御
幸
、
自
正
平
九
年
十
月

廿
八
日
、
至
于
同
十
三
年
戊
戍
六
月
、
主
上

(
後
村
上
天

皇
)
当
寺
成
行
幸
御
寺
住
、
同
十
四
年
十

二
月
廿
三
日
観

心
寺
行
幸
成
給
、
首
尾
六
年
御
坐
、

と
あ

っ
て
、
光
厳
法
皇
ら
が
正
平
九
年
三
月
か
ら
同
十
二
年

二

月

に
至
る
三
ケ
年

の
間
、
河
内
天
野
の
金
剛
寺

に
寺
住
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
と
と
も

に
、
南
朝
の
後
村
上
天
皇
も
正
平
九
年

十
月

の
末

に
賀
名
生
か
ら
金
剛
寺

へ
遷
御
さ
れ
、
同
十
四
年
十

二
月

の
末

に
観
心
寺

へ
遷
る
ま
で
、
こ
こ
を
行
宮
と
さ
れ
て
い

る
。
従

っ
て
正
平
九
年
十
月
か
ら
同
十

二
年

二
月
に
至
る
二
年

数

ケ
月

の
間
は
、
南
朝

の
後
村
上
天
皇
と
北
朝

の
光
厳
法
皇
ら

が
、
同
じ
金
剛
寺
の
寺
内

に
起
居
を
共

に
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
後
村
上
天
皇

の
御
座
所
は
本
寺

の
摩
尼
院
、
光
厳
法
皇

ら

の
御
座
所
は
寺
内

の
観
蔵
院
で
あ

っ
た
。
た
だ
し
北
朝
三
上

皇

の
う
ち
光
明
法
皇
は
、
他
よ
り
も
や
や
早
く
正
平
十
年
八
月

八
目
に
金
剛
寺
か
ら
京
都
に
還
御
さ
れ
て
い
る
。

光
厳
法
皇
は
、

こ
の
天
野
金
剛
寺

に
寺
住
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
、
学
頭
法
印
禅
恵

に
つ
い
て
密
教
の
秘
奥
を
修
学
し

た
が
、
ま
た
早
く
か
ら
夢
窓
疎
石
に
帰
依
し
て
禅

の
修
行
を
も

積

ん
で
い
た
法
皇
は
、金
剛
寺
在
住
の
間

に
も
、
そ
の
こ
ろ
和
泉

に
大
雄
寺
を
創
建
し
て
住
し
て
い
た
出
雲
国
雲
樹
寺

の
禅
僧
孤

峰
覚
明
に
参
禅
し
て
、
遂

に
覚
明
か
ら
禅
衣
を
受
け
る
に
い
た

り
、
法
名
も
勝
光
智
の
上

の
勝

の
字
を
止
め
て
光
智
と
号
し
た
。

光
厳
法
皇

・
崇
光
上
皇
お
よ
び
直
仁
親
王
が
河
内
天
野

の
金

剛
寺
か
ら
京
都
に
還
御
さ
れ
た
の
は
、
延
文

二
年

(
南
朝

の
正

平
十
二
年
、

二
二
五
七
)

二
月
半
ば
の
頃
で
、
正
平
七
年

(
一

三
五
二
)
閏
二
月
以
来
、
実

に
五
年

に
及
ぶ
南
方
で
の
抑
留

の

生
活
で
あ

っ
た
。
帰
京
後
、
法
皇
は
当
初
、

一
足
さ
き

に
帰
京

さ
れ
た
光
明
法
皇
の
御
座
庵
で
あ

っ
た
深
草
の
金
剛
寿
院
に
入

り
、
御
兄
弟
同
居
さ
れ
て
い
た
が
、
や
が
て
伏
見
の
奥
、
光
厳

院
と
い
う
幽
閑
の
地

に
隠
居
し
、
こ
こ
で
静

か
な
日
日
を
送
ら

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
後
、
法
皇

は
貞
治
元
年

(南
朝

の

正
平
十
七
年
、

=
ご
六
二
)
の
秋
九
月

の
頃
に
は
、
大
和
路
か

ら
高
野
山

・
吉
野

に
巡
拝
の
旅
を
さ
れ
て
い
る
。

『斑
鳩
嘉
元

(貞
治
元
年
)

記
』

に
、

「康
安

二
年
壬
寅
九
月

一
日
、
持
明
院
法
皇
、
禅
僧
、

当
寺
御
参
詣
、
御
乗
馬
也
、

一
夜
御
逗
留
」
と
見
え
て
、
先
ず

法
隆
寺
に
参
詣
さ
れ
、
更
に

『
太
平
記
』

(巻
三
十
九
)
に
ょ

れ
ば
、
高
野
山
に
詣
で
て
奥
院
で
御
通
夜
を
さ
れ
、

「
高
野
山

迷

ノ
夢

モ
覚

ル
ヤ
ト
其
暁
ヲ
待

ヌ
夜
ゾ

ナ
キ
」
と
詠
じ
ら
れ
、

ま
た
吉
野

へ
も
足
を
の
ば
さ
れ
て
、
こ
こ
で
南
朝

の
後
村
上
天

皇
と

一
日

一
夜
様
々
の
物
語
を
さ
れ
た
と

い
う
。

や
ま
ぐ
に
の
し
よ
う

法
皇
が
丹
波
国
山

国

荘

の
地
に
常
照
皇
寺
を
草
創
さ
れ
た

時
期
は
十
分
明
確
で
は
な
い
が
、
貞
治

元
年

の
こ
の
行
脚
か
ら

帰
ら
れ
て
の
ち
暫
く
し
て
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
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く
こ
の
年
の
暮
か
貞
治
二
年

の
初
め
の
頃
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。
法
皇
は
山
国
荘
の
内
に
景
繁
と
い
う
も
の
の
建
て
た
成
就

寺

と
い
う
寺
院
の
あ

っ
た
地
を
ト
し
て
、
こ
こ
を
隠
棲
の
地
と

定

め
、改
め
て
禅
院
を
こ
の
地
に
営
ん
で
、夢
窓
疎
石
門
下
の
清

渓
通
徹
を
召
さ
れ
、
禅
室
は
碧
巌
録
に
因
ん
で
「碧
巌
」
と
名
づ

け
ら
れ
た
。
そ
し
て
法
皇
御
み
ず

か
ら
が
開
山
第

一
祖
と
な
り
、

清
渓
通
徹
が
第
二
世
を
う
け

つ
ぐ
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

然
る
に
、
常
照
皇
寺
草
創
後
僅
か
二
年
、
貞
治
三
年

(
二
二

六
四
)
六
月
上
旬
頃
か
ら
、
法
皇
は
疫
疾
を
病
ま
れ
、
後
光
厳

天
皇
を
は
じ
め
上
下
の
御
悩
平
癒
の
祈
願
も
空
し
く
、
七
月
七

日
常
照
皇
寺
に
お

い
て
崩
御
さ
れ
た
。
五
十

二
歳
で
あ

っ
た
。

『
迎
陽
記
』

(
東
坊
城
秀
長
の
日
記
)

に
は
、
法
皇
の
崩
御
を

伝
え
て
、

七
月
七
日
己
巳
、
今
夜
丑
刻
法
皇
於
丹
波
国
山
国
荘
内
常

照
寺
、
今
日
晏
駕
給
、
上
下
驚
歎
筆
墨
難
述
、
近
年
更
抛

擲
浮
俗
之
事
、
偏
帰
依
単
伝
之
宗
給
、
朝
夕
御
勤
行
、
古

今
無
斯
比
類
、
因
彼
御
窮
屈
、
去
月
上
旬
有
御
不
豫
之
気
、

疫
疾
云
々
、
十
日
比
聊
御
減
、
次
第
御
本
復
之
間
、
珍
重

之
処
、
又
自
同
廿
六
日
御
再
発
、
玉
饌
令
違
給
、
遂
答
平

生
御
安
心
、
忽
入
無
余
大
涅
槃
、
御
聖
算
五
十
二
云
々
、

と
記
し
て
い
る
。
翌
七
月
八
日
、
同
寺

に
お
い
て
葬
礼
が
行
わ

れ
た
が
、

そ
の
こ
ろ

嵯
峨
天
竜
寺
住
持

で
あ

っ
た

春
屋
妙
葩

(
夢
窓
疎
石
門
下
の
高
弟
)
が
葬
礼
の
儀

一
切
を
と
り
し
き
り
、

当
寺
で
荼
眦
に
付
せ
ら
れ
、
山
陵
は
碧
巌
殿
の
後
山
に
営
ま
れ

や
ま
ぐ
に

た
。
す
な
わ
ち

「
山
国
陵
」
で
あ
る
。
法
皇

の
院
号
に
つ
い
て

は
、

『迎
陽
記
』
の
七
月
十
日
の
条

に
撰
定

の
事
情
が
詳
し
く

記
さ
れ
、

後
円
融

・
後
土
御
門

な
ど

の
意
見
も

あ

っ
た
が
、

「抑
光
厳
院
為
御
幽
閑
地
、
然
者
若
可
叶
御
素
意
哉
」
と
、
伏

見
の
光
厳
院
は
法
皇
が
御
幽
閑
の
地
と

し
て
住
ま
わ
れ
て
い
た

所
で
あ
り
、
そ
の
名

に
因
む
の
が
法
皇

の
御
素
意
に
叶
う

の
で

は
な
か
ろ
う
か
と

い
う
こ
と
で
、

「光
厳
院
」
と
定
め
ら
れ
た
。

な
お
常
照
皇
寺
に
は
、
光
厳
法
皇
の
山
国
陵
と
並
ん
で
、
後
花

の
ち
の
や
ま
ぐ
に

園
天
皇
の
山
陵

「後
山
国
陵
」
も
あ
る
。
後
花
園
天
皇
は
光
厳

法
皇

の
玄
孫
に
あ
た
る
が
、
応
仁
乱
中

の
文
明
二
年

(
一
四
七

〇
)
十

二
月
二
十
七
日
京
都
の
室
町
御
所

(将
軍
第
)
で
崩
御

さ
れ
、
翌
文
明
三
年
正
月
三
日
御
所

に
近

い
悲
田
院
で
葬
礼
、

荼
眦

に
付

せ
ら
れ
た
が
、
や
が
て
光
厳
法
皇
の
山
国
陵
の
傍
ら

に
御
陵
が
造
営
さ
れ
て
、

二
月
五
日
、
常
照
皇
寺
住
持
春
岳
和

尚
が
御
遺
骨
を
移
し
て
、

こ
こ
に
奉
安

し
た
。

ま
た
常
照
皇
寺

の
境
内
に
は
、
天
然

記
念
物
の
二
つ
の
桜

の

こ
こ
の
え

み
く
る
ま
が
え
し

名
木
が
あ
る
。

一
つ
は

「
九
重
桜
」、

一
つ
は

「御

車

返
」
と

呼
ば
れ
て
お
り
、

「
九
重
桜
」

は

や
や

早
咲
き
の
枝
垂
桜
、

「御
車
返
」
は
遅
咲
き
の
八
重
桜
で
、

四
月
上
旬
か
ら
中
旬

に

か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
美
し

い
花
を
開

き
、
参
詣
す
る
人
々
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

(
み
ず

の

き

ょ
う

い
ち
ろ
う

文
学
部
教
授
)
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